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「笹沼澄子先生，逝かれる」

秋が深まる 10 月 25 日に，笹沼澄子先生が逝去されました．先生は非常に安らか
なお顔で中実の人生を終えられ，享年 92 歳でした．心よりお悔やみ申し上げます．

皆さんがご存じのように，笹沼澄子先生はわが国の言語聴覚分野を拓かれたパイ
オニアであり，世界的に高名な研究者です．本分野が今日の発展を迎えることがで
きたのも笹沼澄子先生のお陰であり，先生なくして本分野の歴史を語ることはでき
ません．笹沼澄子先生は言語聴覚士法が成立したときのことを，ある冊子の中で次
のように述べられています．「1997 年 12 月 12 日，暮の臨時国会でわが国の言語聴
覚士の歴史上画期的な出来事が起こりました．40 年余にわたる懸案であった『言語
聴覚士法』が遂に成立し，待望の国家資格が法制化されたのです．思えば長く険し
い道のりでした．」

笹沼澄子先生は，わが国の言語聴覚専門職の最初の職能団体である日本聴能言語
士協会の初代会長(1975 年)であり，言語聴覚士の資格制度の実現に向けて長きに
わたって心血を注がれてきました．同時に，言語聴覚療法の質の充実と言語聴覚障
害学の発展を願われ，本誌の発刊に際し(2004 年，1 巻 1 号)，寄稿されています．
その中に次のような一文があります．「長年の待望であった国家資格化を果たした
本領域が，その社会的責任を全うするには，『言語聴覚障害学』本来の科学的･専門
的知識の整備･体系化，さらには本領域独自の新たな知識の創出を通して，自らの
専門性を強化し発展し続けることが必要でしょう．」

本誌は笹沼澄子先生のこのお言葉に導かれてここまで歩んできました．今後も，
笹沼澄子先生のご遺志を大切に，多様で濃い内容の理論が展開される開かれた学術
誌を目指し精進してまいりたいと思います(笹沼澄子先生の追悼文は次号に掲載す
る予定です)．

今号では，「第 12 回言語聴覚研究優秀論文賞」の選考結果が発表され(受賞者：間
藤翔悟氏)，同氏の随想も掲載されています．研究への熱い思いが伝わってくる間
藤翔悟氏の随想は読者の研究意欲をかきたててくれるものと思います．第 22 回日
本言語聴覚学会における波多野和夫先生の講演「ジャルゴン･再帰性発話･超皮質性
失語の症状理解に向けて」は失語症状を理解するための機軸が示されており，興味
深く読んでいただけるものと思います．このほか，原著論文 3 編，症例報告 1 編，
レポート「現場最前線」 1 編が掲載されており，いずれも貴重な知見が報告されてい
ます．

(藤田郁代)
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